
所 長 髙橋 守

次 長（学習情報課長） 小島 松正

【学習情報課】 （主な事務分掌）

副参事（社会教育主事） 池藤 仁市 視聴覚教育の推進・地域ライブラリー支援

主査 本間 春枝 施設等の使用許可・視聴覚教材や機器の貸出

社会教育主事 村澤 和夫 「ラ・ラ・ネット」の管理・運用

社会教育主事 丸山 裕輔 教育メディア研修・教材作成

学習相談員 菊池 三男 生涯学習に関する相談

学習相談員 島倉 晶子 生涯学習に関する相談

事務補助 坪谷香代子 視聴覚教材や機器の貸出

【学習振興課】 （主な事務分掌）

課長 風間 昌平 振興課の総括・社会教育主事講習Ｂ

副参事（社会教育主事） 尾組 晃 「にいがた連携公開講座」・各種調査

副参事（社会教育主事） 若月 信久 生涯学習職員研修・学習プログラム作成

社会教育主事 小熊 幸子 「すこやかコール」・家庭教育支援研修

主任 大澤 隆 「いきいき県民カレッジ」・奉仕体験活動推進研修

今年度の取組について

Ｎｏ．５９
平成１８年５月１１日発行
新潟県立
生涯学習推進センター

所長 髙橋 守

当センターでは次ページの「平成１８年
度事業予定」のとおり、これまでの事業の
一層の改善・充実に努めるとともに、県内
諸課題への対応に重点を置いて取り組みま
す。多くの皆様のご利用をお願いします。
○社会教育の活性化
市町村合併後、特に社会教育を柱とした

地域づくりが求められています。学習成果
の発揮・活用など、地域において真に役立
つ社会教育を推進するための推進計画づく
りや２００７年問題への対応を中心に、生
涯学習・社会教育関係職員研修を行います。
○青少年が育つ仕組みづくり
学校を核として、青少年を育む元気で温

かな地域づくりを進めるため、地域・家庭･
学校・行政を結ぶ仕組みづくりやボランテ
ィア体験の推進について、県内外の事例を
交えながら研修します。
○家庭教育の支援
家庭教育を支援するためには、関係行政

のすぐれた仕掛けとそれに対応するサポー

ターなどの人材が必要です。家庭教育を支
援する関係職員の企画力向上や家庭教育サ
ポーターを養成するための研修を進めます。
○視聴覚教育・情報教育の推進
多発する情報化に関する様々な問題への
対応やメディアの活用を中心に、実践的な
教育メディア研修を実施します。
○情報提供の拠点づくりと学習機会の拡充
就職難や２００７年退職者問題なども視
野に入れ、資格やボランティアの情報など
を含む多様で実践的な情報提供に努め、県
内学習情報の交流拠点づくりを進めます。
また、「いきいき県民カレッジ」「にいが
た連携講座」などの学習機会の拡充・提供
に努めます。
○多様な相談への対応
全国及び県内の関係機関等との連携を密
接に図って、情報収集に努めるとともに、
相談者の目線に立ち親身になって相談業務
を進めます。

■ 平成１８年度のスタート号です。

平成１８年度のセンター職員を紹介します

ＮＥＷ！

～紙面が新し
くなりました～

「見やすく、

使いやすく、

分かりやすく」

を、モットーに広
報活動に取り組
んで行きます。

ご意見、情報提
供等、よろしくお
願いいたします。



TEL:025-284-6119  soudan@mail.lalanet.gr.jp

●生涯学習相談（兼新潟県体験活動等支援センター）

TEL:025-283-1150 FAX:025-284-6019

●家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」

http://www.lalanet.gr.jp/

●新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」
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●「いきいき県民カレッジ」

・講座一覧（入学案内）は年３回発行

①４月上旬 ②６月下旬 ③１０月下旬

●「にいがた連携公開講座」

・テレビ会議システムで会場を結び実施

９回（７月下旬～１１月中旬）

●映画・ビデオ鑑賞会

・毎月１回（原則第４日曜日）

●文部科学省教育情報衛星通信ネットワーク

「エル・ネット」

・オープンカレッジ、子ども放送局の放映

●生涯学習職員研修会

・基礎研修 ①5/30、31 ②11/28

・課長・係長級研修 10月中旬

●生涯学習実践研修会

○地域・家庭・学校・行政を結ぶ人づくり

まちづくり研修会

① 6/15 ② 8/ 7、8/ 8 ③11/16

○家庭教育支援事業の企画力向上セミナー

① 6/ 7、6/ 8 ② 8/31、9/ 1

○ボランティア活動推進研修会 7/ 7

●家庭教育サポーター養成研修会

①9/7  ②9/15  ③9/21 ④10/5,10/6

⑤10/30 ⑥11/24

●家庭教育サポーターステップアップ研修会

①9/26 ②10/10 ③10/24 ④12/1

●教育メディア研修

・概論 8/4

・特論（基礎） ① 8/ 7、 8/ 8

② 8/28、 8/29   ③ 9/14、 9/15

④10/ 5、10/ 6

・特論（中級）

① 8/24、 8/25   ② 9/25、 9/26

●ラ・ラ・ネット情報メンテナンス研修会

・県内各会場 ５月～８月実施

●視聴覚ライブラリー職員研修会

①4/28 ②7/14  ③11/10

●16ミリ映写機操作講習

①5/12  ②8/22

●自作教材コンクール ６月２日

●登録団体の教材制作に対する技術支援

●家庭教育・子育て電話相談

「すこやかコール」

TEL.025-283-1150

●学習相談員による生涯学習相談

TEL.025-284-6119

●各種調査

●学習プログラムの開発と事例集の作成

●市町村業務連絡

●ラ・ラ・ネット（生涯学習情報提供）

●広報紙「生涯学習にいがた」

●メーリングリスト「ラ・ラ・メール」

●登録団体への視聴覚教材・機材の貸出

●教材選定試写会

学習振興課学習情報課

平成18年度の事業予定～いまから ここから 自分から～



お知らせ

家庭教育や子育てに悩む親を支援するため、

電話相談「すこやかコール」を平成６年から

当センターで行っています。

昨年度の相談件数を相談内容別でみると、

「親自身」「保育・就学」「発育等」の順に

なっています。「親自身」の相談は、大きく

２つの傾向に分かれています。１つは、親の

育児姿勢に関する相談です。核家族の増加や

地域社会の人間関係の希薄化などにより、身

近に相談できる相手がなく、どのように子育

てしていいのか悩んで自信を無くしている様

子がうかがえます。２つ目は人間関係の悩み

です。家族内の関係、近隣や学校での人間関

係がうまくいかずに、孤立して精神的にゆと

りをなくしている場合です。

電話相談は、相談者の状況をつかむために、
話をよく聴くことから始まります。「話を聞
いてもらってありがとうございます。」と、
じっくり話を聞いたことに対して相談者から
お礼を言われることもあります。
最近の傾向として、発達障害を心配されて
の相談もあります。他の子どもと比較して発
育状態に過敏になっている場合は、相談して
気持ちが落ち着くと、「もう少しゆったりと
育てていきます」と明るい声が返ってくるこ
ともあります。専門家に相談することが必要
と思われる場合は、関係機関の連絡先をお知
らせしています。
県内各地からの相談があり、専門の相談員
が交代で午後１時から午後９時まで相談にあ
たっています。

○５月２８日（日） 午後１：３０～２：４０
「白神山地」（2000年制作／記録画20分）
「屋久島・森と水」（1993年制作／記録画48分）

○６月２５日（日） 午後１：３０～３：１０
「父と暮せば」（2004年制作／劇映画99分）
＊会場：県立生涯学習推進センター・ホール
＊駐車場：鳥屋野潟公園の駐車場をご利用ください。

「すこやかコール」紹介

映画・ビデオ鑑賞会映画・ビデオ鑑賞会
のお知らせ～上映予定作品～のお知らせ～上映予定作品～

相談内容別割合（平成１７年度）

その他

14% 親自身

26%
病気等

7%

基本的な生活習慣

12%

発育等

20%

保育・就学

21%

相談件数
１１００件

「県立青少年研修センター」
℡0256-77-2111

＜平成18年度主催事業（7月）＞

○７月８日(土)・９日(日)
いきいき体験学
「パート２ 野外活動編」
○７月２２日(土)・２３日(日)
家族で楽しむわくわくランド
「家族で夏を楽しもう！」 鑑賞会は、毎月の第4日曜日です



社会教育の視点として『会議のまとめ』を作成
～第２８期新潟県社会教育委員の会議～

新潟県社会教育委員の会議では、「地域社会の活
性化に貢献する社会教育の推進」をテーマに『現代
的な課題に関する学習機会の充実と学習成果の活
用』という視点から審議を重ねてきました。このた
び審議内容を取りまとめ、「会議のまとめ」を作成
しました。
今後、教育委員会等が社会教育を推進していく上
でのひとつの指針として活用し、関連諸施策のより
一層の推進が図られるよう期待するものです。
【審議のまとめ】骨子
Ⅰ 現代的課題に関する学習機会の充実
１ 家庭教育に関する学習機会の充実
(1)学習機会の体系化
(2)学習内容・方法の改善・充実
(3)学習情報の充実
(4)父親の家庭教育への参加促進
(5)相談員の養成と活用
(6)関係機関等との総合的・一体的な事業推進
２ 高齢者社会に関する学習機会の充実
(1)社会参加に結び付く学習機会の充実
(2)学習機会に恵まれない高齢者への対応
(3)世代間交流を図る学習機会の促進

(4)関係部局との連携の促進
(5)職員体制の充実

Ⅱ 学習成果の活用
１ 学習成果の発揮・活用を進める学習機会の

充実
(1)学習成果の発揮・活用に結び付く講座等の
企画

(2)学習者が主体的に参画できる講座等の運営
の工夫

(3)人と人を結びつけるコーディネーターの養
成

(4)指導者としての資質・能力を高める研修の
企画

２ 学習成果を発揮・活用する場や機会の提供
(1)学校における指導者としての活用
(2)ボランティア活動への支援
(3)生涯学習による地域社会の活性化の推進
(4)地域の子育て支援ネットワークの構築
(5)施設間のネットワークの構築

※詳細は生涯学習推進課HP参照
http://www.pref.niigata.jp/kyoiku/syogaigakushu
/syogaku/

http://www.lalanet.gr.jp/

学びのナビゲーター『ラ・ラ・ネット』でアクセス！！

『ラ・ラ・ネット』は、平成８年度にス

タートした新潟県生涯学習情報提供システ

ムです。昨年度、操作性を向上させるため

に大幅なシステム更新を行いました。
『ラ・ラ・ネット』では、インターネッ
トで次のような情報を提供しています。
１ 学習機会
市町村教育委員会等が実施する講座・イ
ベントが検索できます。
２ いきいき県民カレッジ
県民がどなたでも受講できる市町村や大
学等が登録した講座が検索できます。
３ 施設
生涯学習に関係する施設が検索できます。
４ 団体・グループ
市町村教育委員会や公民館に登録された
県内の団体・グループが検索できます。
５ 指導者
生涯学習に関する講座や講習会、講演会

等の指導者が検索できます。より詳しい情
報をお知りになりたい場合は、「学習相談
室」（℡025-284-6119）にご連絡ください。
６ ボランティア
ボランティアに関する講座や講習会、ボ
ランティア関連団体が検索できます。
７ おやこのひろば
おやこで楽しめる講座や体験活動ができ
る施設などが検索できます。
８ その他
以上の情報の他に、「新潟ふるさと情報
(県内の文化財等に関する情報）」や当セン
ターが保管する「所蔵文献・視聴覚教材」
の情報が検索できます。
また、「エル・ネット（文部科学省の教
育情報衛星通信ネットワーク）」や広報紙
「生涯学習にいがた」のバックナンバーを
見ることもできます。
学びを応援する情報をたくさん用意して、
あなたのアクセスをお持ちしています。

～見やすく、

使いやすく、

分かりやすく～

新潟県立生涯学習推進センター 新潟市女池南3-1-2 TEL:025-284-6110 FAX:025-284-6019
(URL)http://www.lalanet.gr.jp/shisetsu/nlpc/ (e-mail) nlpc@mail.lalanet.gr.jp


